
令和７年度事業の取り組み 

 

 

１  林業事業体の育成  （補助：兵庫県） 

 

林業労働力の確保に関する総合的な窓口である林業労働力確保支援センター（知事指 

定）として課題を共有し対策を協議するため、国・県・民間事業体の委員で構成する 

「林業労働力育成協議会」を開催するとともに、林業事業体の経営基盤の強化等を図る 

ため、経営者・役員等を対象とした「雇用管理研修会」の開催や事業体への経営相談・

指導等を実施した。 

 

①  林業労働力育成協議会の開催 

開催月日 令和８年２月３日（火） 

開催場所 兵庫県中央労働センター（神戸市） 

出席委員 9名 

(兵庫労働局、神戸公共職業安定所ほか) 

協議事項 兵庫県における林業労働力の確保・ 

育成対策について ほか 

 

②  雇用管理研修会の開催 

開催月日 令和７年９月２６日（金） 

実施場所 姫路商工会議所（姫路市） 

参加者数 １４名 

研修内容 林業で働く人材の特徴とコミュニケーションのポイントを学ぶ ほか 

 

③ 認定事業体への情報提供・助言 

   雇用管理や事業合理化等に関する計画の進捗状況確認と助言（5９事業体） 

 

２ 新規就業者の確保・定着  

①  就業相談 

森林の仕事について興味がある人や就業を考えている人を対象に、全国規模で開催 

  されたオンライン説明・相談会に参加するとともに、当財団ホームページに相談窓口 

を設けて、新規学卒者やUターン希望者など林業への就業希望者からの問合せや相談 

に対応した。 

林業労働力確保支援事業 

 

 



ア 森林の仕事オンラインガイダンスに参加 

   開催月日 令和８年２月２３日（月） 

     主 催 者 全国森林組合連合会（全国林業労働力確保支援センター協議会） 

参加者数 兵庫県ブース ９名（全国 ３１５名） 

 

イ 林業への就業希望者からの相談対応 来所２件、電話・メール等１件 

 

② 林業体験講習（補助：兵庫県） 

林業への就業希望者を対象に、基礎知識の習得や林業作業の実地講習等を実施する 

とともに個別の就業・生活相談に応じるなど、林業への円滑な就業を支援する講習を 

計画したが、受講希望者が最少開催人数に満たず開催を見送った。 

 

③ 林業の仕事ＰＲ事業 （補助：兵庫県） 

ア 林業の次代を担うと期待される高校生等を対象に、林業現場の紹介や仕事への 

やりがいを伝えることにより、林業で働くことへの興味や関心を高めて、林業へ 

の就業が進路選択の一つとなるきっかけづくりとして事業実施した。 

開催月日 令和７年７月８日（火）     令和７年1０月８日（水） 

     実施場所 兵庫県立山の学校        兵庫県立山崎高等学校 

     参加者数 生徒３名            生徒１１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内容  兵庫県の林業の概要や県立森林大学校の説明、ビデオ「森林男子・森 

林女子（フォレストワーカー）の今」視聴、林業事業体に就業してい 

る卒業生から職場や仕事への思いなどを紹介、意見交換 

 

イ 林業事業体紹介冊子「認定事業体ガイドブック」を作成し、ホームページに掲載 

するとともに県内農業学科系等高等学校１３校などに配布した。 

 

④ 林業就業促進資金貸付事業（財源借入：兵庫県） 

   新規に林業に就業しようとする人や新規就業者を雇用する事業主に対して、研修受 

  講に要する経費や新規就業にあたって必要となる装備品の購入資金等を無利子で貸し 

付ける制度で、本年度の貸付実績はなかった。 

  

木材市場の見学 森林組合の仕事の紹介 



 

➄ 新規参入定着活動事業 

新規参入した林業労働者の定着を図るため、林業事業体又は新規参入者が住宅を 

新たに賃借した場合に、それらに要した経費の一部を助成した。 

区  分 事 業 体 数 対 象 人 数 事 業 費 (円) 助 成 費 (円) 

森 林 組 合 ２ ３ 704,644 351,000 

木 材 業 者 3 5 1,587,903 743,000 

計 ５ ８ 2,292,547 1,094,000 

 

 

３ 林業就業者の技術力の向上  

 

①  森林経営高度化研修（受託：兵庫県立森林大学校） 

ア GNSS活用研修 

    林業技術者を対象に、高精度GNSSの操作や測定データの活用方法を習得する研 

修を実施した。 

開催月日 令和７年６月２６日（木） 

実施場所 兵庫県立森林大学校 

受講者数 １5名 

研修内容 測量の仕組みと機器使用方法、測量 

作業実習、測量成果の活用 など 

 

イ QGIS研修 

    林業技術者を対象に、QGISによる詳細な地形情報等を森林・林業に活用するた 

めの基本操作を習得する研修を実施した。 

開催月日 令和７年７月１０日（木）～１１日（金） 2日間 

         ８月 ７日（木）～ ８日（金） 2日間 

実施場所 兵庫県立森林大学校 

受講者数 1８名（延べ３３名） 

研修内容 QGISの基本操作、地形情報等データの活用手法 など 

 

ウ スマート林業推進研修 

    林業技術者を対象に、スマート林業を推進するために効果的な最新のICT技術等 

の活用手法について理解を深める研修を実施した。 

開催月日 令和７年１０月2日（木） 

実施場所 北はりま森林組合 

受講者数 1２名 

研修内容 丸太材積記録ソフト、林業者安否確認システムの紹介、レーザースキ 

ャナによる森林計測とそのデータの活用 など 

 



 

② 林業機械高度化研修（受託：兵庫県立森林大学校） 

ア 路網作設スキルアップ研修 

    林業技術者を対象に、効率的で壊れにくい作業道を作設するための手法を習得 

する研修を実施した。 

開催月日 令和７年９月９日（火）～１０日（水） 2日間 

実施場所 北但西部森林組合、美方郡香美町村岡区村岡地内 

受講者数 １１名（延べ２１名） 

研修内容 路網設計支援ソフト等を活用した線形計画、踏査 など 

 

イ 伐木災害防止研修 

  林業技術者を対象に、林業災害の防止に向けて、伐倒練習機等を活用した安全 

研修を実施した。 

開催月日 令和７年６月2０日（金）～ 

令和８年１月1５日（木）のうち４日 

実施場所 兵庫県立森林大学校、川戸実習舎 

受講者数 ７名（延べ9名） 

研修内容 伐倒練習機等を活用した安全なチェー 

ンソー伐木作業 など 

 

ウ 樹上作業基礎研修 

  林業技術者を対象に、狭い場所や傾倒木などで必要になる樹上伐採を安全に行う 

技術を習得する研修を実施した。 

開催月日 令和７年１０月 ７日（火） 

１１月１８日（火）  2日間 

実施場所 10/ 7 日本土地山林(株)（朝来市） 

11/18 三木山森林公園 （三木市） 

受講者数 ２３名 

研修内容 基礎知識やロープクライミング、リギ 

ング技術 など 

 

③ 林業架線作業技術研修（補助：兵庫県） 

基幹的な林業作業技術者になりうる現場技能者を対象に、林業架線作業主任者免許 

を取得するために必要な科目の講義と演習及び林業架線の架設・撤去・運転等の実習 

を実施した。 

   開催月日 令和７年1０月１日（水）～１１月２６日（水）のうち１１日間 

実施場所 宍粟市内 

受講者数 １名 

 

 



 

④ 林業技術向上促進事業 

  林業労働者の技術の向上を図るため、林業事業体が技能・資格の取得や研修受講等 

に従業員を参加させた場合に、それらに要した経費の一部を助成した。 

区  分 事 業 体 数 対象延べ人数 事 業 費 (円) 助 成 費 (円) 

森 林 組 合     8 49 1,467,468 712,500 

木 材 業 者      8  55 1,997,290 986,500 

計 16 104 3,464,758 1,699,000 

 

 

➄ 林業事業体自主研修支援事業 

各事業体における課題を解決するため、各事業体が独自に企画実施した研修に要し 

た経費を助成した。 

 

ア 株式会社 萩原林業 

開催月日 令和７年4月１９日（土） 

実施場所 明石商工会議所 

受講者数 ５１名 

     研修内容 労働災害防止を図る研修 

 

イ 株式会社 森口 

     開催月日 令和７年４月2４日（木） 

     実施場所 株式会社森口 事務所 

     受講者数 1０名 

     研修内容 熱中症予防安全教育 

 

ウ 養父市森林組合 

開催月日 令和７年７月１０日（木）、９月１９日（金） 

     実施場所 養父市森林組合 

     受講者数 ４６ 名 

     研修内容 林業技能検定の基準に準じたチェーンソー操作の学科・実技講習等 

 

エ 佐用郡森林組合 

開催月日 令和７年１２月２３日（火） 

     実施場所 佐用郡佐用町上本郷地内 

     受講者数 ７名 

     研修内容 搬出間伐にかかる作業のスキルアップ研修 

 

 



 

   林業労働における振動障害発生の予防対策の一環として、林業従事者の振動障害特 

殊健康診断の受診体制を整備して受診を促進し、もって林業労働者の福祉の向上及び 

長期安定的な林業労働力の確保を図った。 

【実施日及び実施場所】 

地区 

月別 

 

北播磨 

 

中播磨 

 

西播磨 
北但馬

東部 

北但馬

西部 

南但馬 

朝来 

南但馬

養父 

 

丹波 
 計 

(日数) 

10 月   3日 14日 9日    ３ 

11 月  5日      6日 2 

12 月 10日     9日 8日  3 

受診者数 28人 63人 110人 37人 43人 44人 63人 87人 475人 

   林業事業体における就労条件改善の一環として「退職一時金給付事業」を実施する 

ことにより、林業への新規就業と定着を促進し、もって長期安定的な林業労働力の確 

保を図った。 

  【事業体別加入者数】 

加入者数 

 

事業体 

R 7. 3. 31 

現在 

R 7. 4. 1～R 8. 3. 31 R 8. 3. 31 

現在 加入者 退職者 

事業体 人数 事業体 人数 事業体 人数 事業体 人数 

ひょうご農林機構 1 7 0 0 0 0 1 7 

森 林 組 合 14 224 7 15 9 18 14 221 

木 材 業 者 9 45 2 3 1 4 9 44 

計 24 276 9 18 10 22 24 272 

 

【事業体別退職一時金給付状況】（R 8. 3. 31現在） 

給付状況 

 

事業体 

 

退職者数 

  人 

左 の 内 訳  

給 付 額 

円 

給付者 非給付者 

事業体 人数 事業体 人数 

ひょうご農林機構 0 0 0 0 0 0 

森 林 組 合 18 9 15 2 3 6,347,100 

木 材 業 者 4 1 4 0 0 1,578,600 

計 22 10 19 2 3 7,925,700 

 

林業従事者特殊健診事業 

 

 

退職一時金給付事業 

 

 


